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26） この（カッコ）の文章は，本稿を記すにあたり筆者
が加筆した。
27） 本章を記すにあたり，以下を参照した。
 なお，入館者数については，ヒアリング調査の際
に口頭でご教示いただいたデータである。
 ・株式会社丹青研究所「事例10新潟市新津鉄道資
料館　街まるごとイメージ作り―地域活性と資
料館活動充実の好循環―」『美術館・博物館の特
徴的な取組に関する調査事業』，2017年，文化庁，
26–27ページ。
 ・『新潟市新津鉄道資料館パンフレット』
 ・新津鉄道資料HP http://www.ncnrm.com
 （2019.11.05アクセス）
 ・前掲注 9）
 また，資料館関係者へのヒアリング調査は，新潟
市新津鉄道資料館前副館長の水澤喜代志氏・新潟
市新津鉄道資料館副館長の加藤裕之氏・新潟市新
津鉄道資料館学芸員の岩野邦康氏の 3 名を対象に
実施した。なお，副館長は他部署からの異動であ
る。（2019.09.06加藤氏・岩野氏へのヒアリング調
査実施・2019.10.03水澤氏へのヒアリング調査実
施）
28） 前掲注 6）
29） 前掲注 9）89ページ。
30） エリアマネジメントとは「地域における良好な環
境や地域の価値を維持・向上させるための，住
民・事業主・地権者等による主体的な取り組み」
（「エリアマネジメントの定義」『エリアマネジメン
ト推進マニュアル』，2008年，交通省土地・水資
源局，9 ページ）や「特定のエリアを単位に，民間
が主体となって，まちづくりや地域経営（マネジ
メント）を積極的に行おうという取組み」（内閣官
房・内閣府 総合サイト「エリアマネジメント活動
の推進」『みんなで育てる地域のチカラ 地方創生』
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/sousei/about/
areamanagement/index.html（2019.11.05アクセス）） 
などと定義されるものであり，主体は行政でない
ことが前提である。したがって，本稿ではエリア
マネジメントそのものではないという観点から
「エリアマネジメント的」という表現にしている。
 （2019年11月22日掲載決定）
地域史を活用した地域づくりにおける愛着の生成とミュージアムの役割
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